
開催日時：

開催場所： TKP大宮駅西口カンファレンスセンター

講  　演1: 「若年性特発性関節炎について」

「子供と大人の違い　薬物動態の目線で考える小児用量」

講    演Ⅱ: 「関節リウマチ患者における妊婦前、妊娠、授乳期の治療」

総合評点
3.3

(4件尺度)

アンケー
ト意見あ
り（枚）

53

評価記入---4.とても適切　3.適切　2.やや不適切　1.全く不適切　

1－① とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

49 107 0 0 0 3.3

1-② とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

61 85 1 0 9 3.4

アンケート回収率

156

「ワンポイントレクチャー：妊婦における薬物動態の変化」
千葉西総合病院　薬剤部　三好　文子　先生

第1回妊婦授乳婦・小児科領域研修会参加者アンケート集計結果

2017年9月3日(日）9：00～12：20

1. 講演テーマについて

研修者数

島根大学医学部内科学講座内科学第三　准教授　村川　洋子　先生

158

あゆみ製薬（株）学術部　西村　直樹　先生

99%

アンケート提出数

秩父市立病院　薬剤科　逸見　和範　先生

31%

69%

0% 0% 0%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答

39%

54%

1%
0% 6%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切

無回答



2-① よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

45 103 8 0 0 3.2

2-② よく理解できた 理解できた
やや理解で
きなかった

全く理解で
きなかった

無回答 平均

57 89 3 0 7 3.4

3 とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

53 97 5 1 0 3.3

4 大いに役立つ 役立つ
やや役立た

ない
全く役立た

ない
無回答 平均

49 104 3 0 0 3.3

3. 本研修会の印象について

4. 本研修会は今後の業務に役立つか

2.講演内容について

29%

66%

5% 0% 0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

34%

62%

3% 1%0%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答

31%

2% 0% 0%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

37%

57%

2%
0% 4%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答



アンケート意見（53枚）
1-① 妊婦や小児について学ぶよい機会になった 1

データが多くあって分かりやすかった 2
小児の薬物動態の再確認ができた
もう少しゆっくり聞きたかった 1
スライドが省略されてしまっていた 1

1-② 具体例、検査値等もあり分かりやすかった 1
1
1
1

2.講演内容について
2-① 薬の具体例があって分かりやすかった 3

基本的なところから教えてくれたのでよかった 1
やさしすぎた 1

自分の勉強不足でやや理解できなかった 1
具体例がもう少しあるとよかった 1
後ろの席からはスライドが見づらかった 1
早口でスライドも多く、専門用語などを理解することができなかった 1
資料にないスライドが多数あった 1

2-② 丁寧な説明でよく分かった 1
最新の話もあって勉強になった 1
とても興味深く聞くことができた 1
当院ではリウマチ治療が多いため勉強になった 1
村川先生の講演は初めて聞いたがとても分かりやすかった 1
普段よく使っている薬についてより詳しく知ることができた 1
難しかった 2

基本から踏み込んだ内容まで聞けてよかった 1
1

4.本研修会で学んだことは今後の業務に役立つか
服薬指導のポイントもありよかった 1
リウマチ患者へ指導する手助けになりそうと思った 1

5.今後取り上げてほしいテーマについて
小児のけいれんとアレルギー 2
小児のTDM 1
小児、新生児領域 1
小児循環器系とワーファリン 1
小児科領域におけるADHDの薬物療法や関わり方など 1
小児に対する精神科領域 2
小児領域の症例報告 1
小児への薬物投与方法 1
小児の薬を監査する際の注意すべきこと 1
妊婦の呼吸器疾患 1
妊娠中の喘息治療 1
妊婦の血圧管理 1
妊婦授乳婦のOTC服用 1
妊婦授乳婦における精神疾患、薬物療法について 1
妊婦に禁忌な薬の特徴、基礎知識 1

3.本研修会の印象について

スライドやプリントが見にくかった

各薬剤の処方意図が分かりやすかった

もう少しゆっくり聞きたかった

子供と大人の違いが、実際にどのように自分の業務につながるかイ
メージできなかった

1

リウマチ科で働いているので為になった

考えられる動態、起こりうる生理変化の可能性が大枠で示されたので
意識したいと思った

1

67%

やや役立たない

全く役立たない

無回答



妊娠高血圧症候群 2
血圧と妊娠 1
妊婦糖尿病 1
精神科疾患と妊娠 1
腎疾患と妊娠 1
腎機能と疾病について 1
血液疾患 1
甲状腺疾患 1
精神疾患について 1
てんかん 2
がん等 1
悪性腫瘍 1
がん患者への麻薬による鎮痛の方法やスイッチング方法 1
川崎病の病態治療について 1
脳外 1
栄養、食事療法 2
検査値から読み取る薬の副作用 1
検査値やエコー 1
配合変化について 1
ルート管理 1
服薬指導 1
剤形破壊 1
論文データの収集と共有 1

6.本研修会で気づいたこと・質問・希望
3

日曜日の午前中のみという設定はとてもよかった 2
1

1

小児の内容が少なかった 1
スライド配布がありがたかった 1
スライドの高さが低かった 2

スライドの切りかえが早くて、メモがとれない講演があった 1
子連れはどうかと思う 1

1
会場が狭い 7

第1回目なので、ベーシックな内容の研修会にしてほしかった

会場が狭かったため事前参加募集にして、人数の把握をしてほしい

次回も参加したい

1
まだまだ勉強不足で難しいと感じることもあったが、とても勉強に
なった。

あゆみ製薬の講演の中で薬剤各論の項にあったメトトレキサートの使
用において、小児なので成長に合わせて造血量や神経毒性について変
動があると思うが、評価はどのうに見ていることが多いのか？

1

スライドの位置が低かったため、ハンドアウトがあっても資料にない
ところは見えづらかった

都病の会員の方の参加費が1000円であった。参加費の記載にそのこと
が書かれておらず2000円払った。そういう記載はしっかりしてほしい

1

1

小児の薬用量の発表で、ハンドアウトにもう少し情報を載せてくれる
とありがたかった

1

タイトなスケジュールとなっていた印象。JIAについても内容的には十
分であったのではないかと思った

1

JIAとMASについては、先日topixで挙がったことだったので最適だった


